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Jili峨続ザ?の活性化策の lつとして、余l司各地の出

水路品や「食Jに付加l側怖をつけて郎市部に光り込

む fnのプランド化」が臼目されている。政府 日

治体のアドパイザーなどを治める会総合プロデユー

サー 立勾峻ジャーナリス!の有打が、その器使と

なるテキストのfj'り}1や、ハイヤ} 問問者 マス

コミに向けた効来的なのプロモーンヨンのJ!.体的な

}iilを紹介する。

気候変助を止めるのはl司際的胤制 枠組といった

「政治」ではなく、都市と金書と市民だ。世界的な企

業ーイ註磁↑li総会社であるブルームパーグの例主r，.で

元ニューヨ}ク jlilÆ:と、 !!twn~な環境保護FII件の会

Hが、都市行政や合指戦時、 jlil~出動の~~'Iげな別問

を挙げつつ、 f"'来の地球のためにJだけではなく

身近なUIJ姐の解決を通じて気侠空助問阻にポジテイ

プな成果を生むm迫なアプローチを語、す。
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山lR話一氏(以他大学総l之)1陸出! r f ~t を街るj

(いのちをまもる)学問として1忠iし 時には、危検

な物質を}f~れ泌す -l7'たちと身を保って邸いながり、

安全安心な社会)，~fl~を Ij'ってきた人々j の心立抗。

京都大学 I学部i管当 I学科l立、身近な公出や地球規

模のLítJJWlJ姐にいち Ji~ <取り組み、社会主主主を進め

てきた。拙一線の先述たちが雌虫から紡く 知性と

治1)に世れる ~'UIに川けたq:問への訴い。

2日目

「文系jと「則昂Jという手]111の分布lは、進路選択

々紋織など、私たちの人引をJilJUJ ~こ既定するばかり
か、'"果や l~lの政策のあり )jをも)J!'iÎl寸るものとなっ
ている。しかし、払たちはこのうJ鳴1をi皐切にm餅L

論じているのだろうか。利勺J 史をw門とする持t刊に
回出の近代ぽぽの成)'[や日本の近{~化にまで遡りつ
つージエンダー.q:開化などれ附する現官記i姐に切

りヰむ。先入断印象論を刷新する立欲作。
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!PJ1UOO 々を組える 1~ .1f企業は全世界の約 35%

を，!iめ、その多数がフ 7 ミリーピジネスである。地

域経済へのni欲などにiすりや目覚を持って経営され

ていると目され、 i之;(Þ1i~~註の多い EI 本には、中!J;!や

ASEAN ilおi引かりその経世破防やlJ~;t:)永続を学ぴに

来るほどである。他方で、少子山齢化やiMmの難し

さからJjU'~に迫られる事例も羽えており今後、日本

の~E;;rS必維をlfIなう可能性まで指摘されている。 2015

1j~版に続き盟l:iなデータを収松した学術的研究。

。〉
).'，t 
て叫
〕

時県後、社会インフラが也辿に1，僻されたとして

も、そこで同ぴ拝りしていく後世古の.L'が立ち[¥'Cら

ずして、広の1u拠とは司えない。政府には まちの

l呼出をf.;.¥<スピードのみならず mつJ'Jtmが不可

欠だ。地tl~問日本で、被民地の自治体作品やFJiW"政
策問抑制持トダーをはじめ、当地の州間近の

あり方、被 ~t者のためのローカルメディアのtit割、
をつ小さに取材。危機首罪Ilの本闘を抗日。

f役に Mたない学li日の代1，Jとされがちな官学iム

ビジネスパーソンの強力な武器になる}ーー?代打自身

のコンサルティング経験から、 flき蹄j却を切り1mくう

えで死活的に世立ったJ{'i学思想のキ}コンセプ

ト印を川 fM刷同会j附 jの4つにう凶

し、紙躍して紹介。古典出{~から現代までの思制官
l倒見し、ビジネスの現場で生じるあ句ゆる闘織に対

し的~;~と成型を切り Hi く。
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